
中山間地域対策プロジェクトチーム 現場支援のステップ 
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人口シミュレーション（浜田市・美又地区）

必要定住組数が地区に入ってきたら・・・現行のまま推移したら・・・

小・中学生の人口予測

数字を変えると連動して下のグラフが変化するよ！

入力した組数が地区の外から移住、もしくは地区内から出ないと仮定して将来の人口を

推計したものです。
過去５年間の人口増減の動きから単純に将来の地区の人口を推計したものです。

人口増加シミュレーション現行推移モデル
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現在の人口ピラミッド（2010年）

2025年人口ピラミッド予測

今後の人口予測

2025年人口ピラミッド予測
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今後の人口予測
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小・中学生の人口予測

30 20 10 0 10 20 30

〜4
〜9
〜14
〜19
〜24
〜29
〜34
〜39
〜44
〜49
〜54
〜59
〜64
〜69
〜74
～79
～84
～89
～94
～99

100～

人数（人）

年齢階級（歳） 女 男

30 20 10 0 10 20 30

〜4
〜9
〜14
〜19
〜24
〜29
〜34
〜39
〜44
〜49
〜54
〜59
〜64
〜69
〜74
～79
～84
～89
～94
～99

100～

人数（人）

年齢階級（歳） 女 男

必要定住組数
数字を変えてみよう！

しまねの郷づくりカルテ  http://web-gis.pref.shimane.lg.jp/sato/karute/ 

① ② ③ 

① ② 

③ 

詳しくは 
ココ！ 

■基本コンセプト：「次世代定住に向けた仕組みづくり」 



暮らしている地域の良さや、これから暮らし続けていくために解決が必要な地域の課題、

活用のできそうな地域の資源などについて話合い 

   “若い世代やUIターン世帯が、住みやすい地域はどんな地域でどんなことが必要だろうか？“ 

    という定住条件づくりの視点からの話し合い 

定住する側の関心  ①仕事 ②住居 ・・・・・・・ 

 STEP2を踏まえて、「生活支援」という視点に加え、定住に必要な「仕事」、「住居」
を視野に入れた地区の取組の計画策定 

手法   ワークショップ、住民アンケート、地元学 



国、県庁各課補助メニュー、 
 ・ 

計画 具体的目標 定住者との関連 行政支援 

特産品を生かした 
加工品づくり 

耕作放棄地を利用した 
農産品栽培 

仕事を生み出す 新規就農支援 
 地 域 づ く り 活 動 体 験

（定住財団） 

廃校を利用した加工場整備 仕事を生み出す・ 
生きがい 

加工場整備 
 過疎債（市町村） 
 プ ロ ジ ェ ク ト 交 付 金

（農林水産省） 

加工品の製造・販売 仕事を生み出す・ 
生きがい 

技術的支援・ 
販売ルート開拓 
 専門アドバイザー派遣

（しまね暮らし推進課
ほか） 

空き家の利活用 空き家の調査 住居の提供 

空き家を確保 
（所有者との交渉） 

住居の提供 

空き家の小改修 住居の提供 ハード整備支援 
 住み続ける中山間地域

生活サポート事業（し
まね暮らし推進課） 

まずは取り組みやすいことから実践（先進地視察、路肩草刈り etc） 
 ※実践後にふりかえり、成果や次の課題を共有  

次世代定住に向けたより具体的な実践 

行政支援 

ＰＴ活動費 

◆ポイント 複合的な取組による収入の確保 

※ＰＴチームによる支援 
具体的な計画の取組において、行政の支援が必要となる部分を各専門分野のメンバーが支援
にあたる 

例） 
 半農半Ｘ（農林水産部） 
 水道検針 + 見守り（雲南市鍋山地区） 
 新聞配達 + 見守り（邑南町口羽地区）  等 



地域の定住環境を整備し、「生活の場」「地域のつきあい」「求める人物像」「働く場所」
をパッケージで提示 

地元住民 行 政 

定住環境の整ったものを、毎年度版の 

「定住の郷宣言」として作成 

具体に受け入れる定住環境の整ったもの

から「定住フェア」等で広く募集 

※地域おこし協力隊、定住財団就労支援 
 事業等の活用による取り掛かり支援 

地元が自ら移住者を選び、入ってきた移
住者は地域全体でバックアップ 

しまねの郷づくりカルテへの掲載、 
地域支援の中で横展開 

「定住の郷宣言」例  ※別紙参照 

 ① 浜田市美又地区 

 ② 農事組合法人 赤馬の里 

 ③ 弥栄（移住のてびき） 

できる(できた)定住環境から随時パッケージで提案！ 


